
ごみ箱はどこにいても探すもの
～オリンピックのごみ箱事情～

◆ところ変わればごみ箱変わる
　引っ越しをするとごみの分別が全く
違うので困ったという話をよく耳にし
ます。ただ、分別が違うのは自治体の
間だけではないはずです。会社でも学
校でも、駅でも、もしかしたらすべて
分別方法が違うかもしれません。そし
てそれは旅先のホテルや街なかでも同
じで、私たちはごみ箱に書いてある文
字や絵を見ながら自分の経験を重ねて
どう分別するかを判断しているのだと
思います。
　例えば、東京のJRのごみ箱は「新
聞・雑誌」「カン・ビン・ペットボトル」
「その他」という分別をよく見かけま
す。また高速道路のパーキングエリア
にあるごみ箱に驚かれたことはあるで
しょうか（写真1）。「びん」「缶」「ペッ

トボトル」「キャップ」「飲み残し」「プ
ラスチック・ビニール」「新聞・雑誌」

「不燃物・機械類」「紙類」「その他」と
大きなごみ箱がずらっと並んでいます。
本当に利用者が指示どおり分別してい
るのか気になるところです。以前ドイ
ツを旅行した時、ドイツ鉄道のごみ箱
は「PAPER」「GLASS」「PACKAGING」
「WASTE」と4カ国語で書かれていた
ものの、容器包装は紙もプラスチック
も含まれるのか、缶はどうするのか迷っ
たことがありました（写真２）。一方、

出張で訪れたインドネシアの田舎町で
は、道端に捨てられているごみも多く、
夕方になるとごみを庭で燃やす煙があ
ちこちから立ち昇ります。
　そう考えると、ごみの分別とは社会
システムに伴う習慣であって、暮らして
いる場所によって千差万別です。分別を
するのが当然の社会で暮らす人々は違う
国に行っても分別するかもしれませんし、
そもそもごみ箱に捨てるという習慣がな
い国もあるかもしれません。
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写真2　ドイツ鉄道のごみ箱　小寺正明氏提供

写真1　パーキングエリアのごみ箱　中村惠子氏提供
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◆オリンピックの会場で
　ペットボトルを飲み干したら？
　では、オリンピック会場のごみ箱・
分別はどんなものがいいのでしょうか。
オリンピックには、世界中から多くの
人々が訪れます。分別方法は通常、ど
う処理したいかで決まりますが、国際
イベントの場合は分別方法がきちんと
伝わるか、という点も大きな課題とな
るはずです。5種類、6種類に分別する
ことに慣れている日本人と、ごみ・資源・
草木の3分別が当たり前になっているア
メリカ人とでは、分別の手間が全く異
なります。日本では細かく分別した方
が効率良く処理ができますが、意図し
たとおりに分別してもらえなければ結
局処理の手間が増えてしまいます。
　ロンドン大会では、ごみ箱を3色に
分けて分別のしやすさを重視したと聞
きます。会場にあったすべてのごみ箱
は「生ごみ（赤）」「紙・ペットボトル
などリサイクルできる物（緑）」「リサ
イクルできない物（黒）」となっていま
した（写真３）。また、販売した容器にも、
ごみ箱と同じ色のマークを付けて分別
方法をわかりやすくしたそうです。
　日本のおもてなしは、ロンドンのよう

になるべく分別を少なくしわかりやすさ
を目指すべきでしょうか。それとも大き
なイベントで最近よく見るようになりま
したが、分別ステーションを設置し、分
別指導員を配置することで分別の徹底に
力を入れるべきでしょうか。
　オリンピックは単なるスポーツイベント
ではなく、開催国はその後に残るレガシー
（未来への社会的遺産）まで考え計画す
る、一大プロジェクトでもあるといえます。
1964 年の東京で開催されたオリンピック
では、当時、東京都はいつでも好きなと
きにごみが出せるよう、街中に常時ごみ
箱を置いていましたが、オリンピック開
催に向けてポリバケツによる定時回収を
始めました。北京五輪の際にも、国家を
挙げてマナー教育に力を入れたという報
道がありました。
　2020 年の東京大会に向けても、すで
に再開発に伴うニュースが話題になって
いますが、レガシーは建物などハード面
だけではなく、公共空間のごみ箱など人々
の意識を変えるソフト面にこそ残される
べきだと思います。東京は、どんな分別
を求め、どういったごみ箱を準備するの
か。その検討が始まったばかりだそうで
すが、今からどうなるのか楽しみです。

写真3　ロンドン大会のごみ箱（右写真：右から赤・黒・緑）
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